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定員を40名から45名に増やし，5名増やした部分に対し

ては情報知能工学科以外の３学科でも各専門に軸足を置

きつつ高度な情報系の知識を持った人財を育成します。定

員増20名の入試に相当する「DIGI+（デジタス）特別選抜」

では70名の志願をいただきました。この数字は，改組が

注目され期待もされている証だと捉え，その気持ちにしっ

かりと答える教育を進めて参りたいと考えております。 

なおこの取り組みは文科省の「高度情報専門人材の確保

に向けた機能強化」事業に申請し認められたものです。本

校は当該事業開始初年度に申請し，５高専が採択されたう

ちの一つとして選ばれました。佐世保高専は高専の一期校

として常に時代の先頭をいく高専でありたいと考えてい

ますし，チャレンジし切り拓く高専でありたいと考えてい

ます。今回の改組はAI等の目覚ましい情報技術の発展の

中で，時代が求める人財をしっかりと育成し輩出していく

役割を果たすためのチャレンジでもあります。教職員が一

丸となって進めて参りますので，今後の展開にご注目いた

だければと思います。 

ご承知の通り，これ以外にも佐世保高専ではさまざまな

チャレンジングな取り組みを進めています。国立高専全体

の拠点校としての半導体人財育成，EDGE キャリアセンタ

ーを中心としたアントレプレナーシップ教育とスタート

アップ支援，水素エネルギー活用等のGX関連の研究や社

会実装教育，小中学校への早期STEAM教育，地元を中心と

した企業等との連携活動，等々枚挙にいとまがありません。

今の高専教育は，講義や実験実習等での知識と技術を備

えた技術者の育成はもちろんのこと，高度な知識と技術を

ベースに新たな社会を創造することができる人財育成が

求められており，学校にはそのための「場」の提供が求め

られていると思います。佐世保高専でもさまざまな形で学

生たちに「場」を提供し，学生の成長を支援し，高いレベ

ルで社会に貢献できる人財を育てたいと考えており，今後

もそのための取り組みを推進し着実に成果を積み上げて

いく所存です。 

最後に，佐世保高専の学生の活動に対する支援というこ

とでお願いしておりました「佐世保市ふるさと納税」では

無事目標額を達成いたしました。皆様には多大なるご支援

をいただいたのではないかと思っております。紙面を借り

てではありますが，感謝申し上げます。 

今後も頑張っている学生の姿をご覧いただき，佐世保高

専の活動にさまざまな形でご支援をいただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【【同同窓窓会会へへのの寄寄付付者者名名簿簿】】

期間：2023/10/1～2024/9/30 

本年度も沢山の寄付を頂きました。（総額1,053,768円）

ここに記して感謝の意を表します。 
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